
夏
の
雲
公
園
祭
り
は
、

公
社
住
民
全
体
で
参
加
す

る
貴
重
な
、
お
祭
り
。
実

行
委
員
は
コ
ウ
シ
ャ
ー
ハ

イ
ム
第
一
・
同
第
二
・
同

第
三
・
同
第
四
団
地
自
治

会
、
シ
テ
ィ
ー
コ
ー
プ
光

が
丘
　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
光

が
丘
　
パ
ー
ク
サ
イ
ド
光

が
丘
の
管
理
組
合
、
計
７

団
体
が
も
ち
回
り
で
順
次

こ
な
し
て
い
る
。

協
力
す
る
団
体
は
、
商

店
・
学
校
・
幼
稚
園
、
サ

ー
ク
ル
等
。

今
回
８
月
21
・
22
両
日

の
企
画
は
、
組
織
体
系
の

見
直
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
特
別
実
行
委
員
等
）
の

募
集
、
高
齢
者
等
の
参
加

促
進
の
３
点
。

組
織
体
系
の
見
直
し
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
夏
雲
祭

り
の
開
催
・
運
営
は
、
４

自
治
会
が
持
ち
回
り
で
そ

の
う
ち
１
自
治
会
が
幹
事

団
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
。
幹
事
団
体
が
本
部

と
な
り
計
画
の
細
部
ま
で

取
り
決
め
各
部
門
を
直
接

統
括
す
る
方
式
だ
っ
た
が

昨
年
第
31
回
で
第
３
自
治

会
が
実
践
し
た
の
は
、
あ

ら
か
じ
め
実
行
員
を
チ
ー

ム
に
分
け
て
業
務
を
分
担

し
、
詳
細
は
そ
の
チ
ー
ム

が
決
定
し
て
実
践
す
る
方

法
で
あ
っ
た
。
本
部
は
、

そ
の
趣
旨
を
吟
味
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
だ
け
で
、

事
業
で
た
と
え
る
な
ら
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
関
係
の

如
く
本
部
は
各
チ
ー
ム
に

ノ
ウ
ハ
ウ
や
器
具
備
品
を

提
供
す
る
が
、
直
接
の
企

画
運
営
は
す
べ
て
そ
の
チ

ー
ム
が
責
任
を
持
つ
と
い

う
方
法
。
今
回
も
こ
の
方

法
を
踏
襲
し
て
い
く
予
定

と
し
て
い
る
。

昨
夏
、
清
瀬
高
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
を

「
学
校
」
経
由
で
行
っ
た
。

今
回
も
同
様
に
依
頼
す
る

と
同
時
に
規
定
時
間
を
超

え
る
「
特
別
実
行
委
員
」

と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
す
る
。
ま
た
７
団

体
の
住
民
か
ら
２
名
以
上

選
出
、
合
計
14
名
を
募
集

す
る
。

こ
の
特
別
実
行
委
員

は
、
今
ま
で
実
行
委
員
を

経
験
し
た
こ
と
な
い
方
と

そ
の
家
族
。
実
行
委
員
を

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
が

３
年
以
上
前
で
あ
る
方
と

そ
の
家
族
。
自
治
会
員
で

な
い
方
と
そ
の
家
族
で
今

後
「
夏
の
雲
公
園
祭
り
」

に
積
極
的
に
協
力
を
希
望

す
る
方
と
そ
の
家
族
を
対

象
と
す
る
。
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
小
・
中
学
生
で

も
可
能
。

管
理
組
合
の
場
合
は
、

全
員
強
制
加
入
な
の
で
未

加
入
者
は
存
在
し
な
い

が
、
一
般
自
治
会
の
場
合
、

自
治
会
員
等
で
な
い
方

は
、
自
治
会
に
加
入
す
る

必
要
が
あ
る
。

仕
事
内
容
は
、
実
行
委

員
の
通
常
業
務
の
補
助

と
、
盆
踊
り
の
輪
の
中
で

踊
り
を
一
般
客
と
一
緒
に

踊
る
。
車
椅
子
の
方
を
サ

ポ
ー
ト
（
車
椅
子
を
押
し

て
）
し
て
、
一
般
客
と
一

緒
に
踊
る
。
従
来
の
盆
踊

り
の
演
目
だ
け
で
は
な

く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
新
演
目
（
Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
『
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
ク
ッ
キ
ー
等
』
を
指
導

者
の
も
と
、
当
日
踊
る
。

そ
の
た
め
の
練
習
会
に
は

何
回
か
の
参
加
が
必
要
と

な
る
。

こ
の
他
、
夏
祭
り
サ
ポ

ー
タ
ー
（
ダ
ン
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
、
エ
コ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
同
時
に
募
集
し

て
い
る
。

連
絡
先
　
第
32
回
夏
の

雲
公
園
祭
り
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
網
　
繁

（
あ
み
　
し
げ
る
）
☎
（
３

９
７
７
）
７
３
６
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高
齢
者
た
ち
に
参
加
促
進

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
３
月
、
光
が
丘
団
地
の
入
居
が

始
ま
っ
た
。
翌
59
年
３
月
に
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
第
１
（
戸
数

４
４
３
）
と
シ
テ
ィ
コ
ー
プ
（
同
１
０
６
）
計
５
４
９
戸
が

入
居
、
以
来
１
９
８
８
（
昭
和
62
）
年
ま
で
の
５
年
間
に
、

全
１
５
１
０
戸
が
光
が
丘
公
社
住
人
と
な
り
、
故
郷
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
夏
の

雲
公
園
祭
り
」
は
、
住
民
・
実
行
委
員
の
高
齢
化
が
憂
慮
さ

れ
、
今
年
８
月
21
・
22
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
祭
り
に
は

新
風
を
送
る
べ
く
関
係
者
た
ち
が
模
索
を
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
特
別

実
行
委
員
）
の
募
集

この土地にまつわる魂を浄化するため等に踊る盆踊りは毎回企画されている

子ども神輿のハッピ、帯、ハチマ
キは無料で貸出される。スマホの
中に笑顔を残すファミリーが多い



27年度の運動会予定実施日は次の通り
5月23日(土)＝豊渓中　谷原中
5月29日(金)＝光丘高
5月30日(土)＝光が丘四季の香小　光が丘夏の雲小　練馬小　光が丘第四中　田柄中　八坂中
6月3日(水) ＝練馬高
6月5日(金)＝田柄高
6月6日(水)＝豊溪小　光が丘第一中　光が丘第二中　光が丘第三中　練馬中　練馬東中
9月26日(土)＝光が丘春の風小
10月3日(土)＝光が丘秋の陽小　光が丘第八小　赤塚新町小　田柄小　田柄第二小　高松小　北原小　旭町小
10月24日(土)＝成増小

光が丘夏の雲小学校

スローガン

赤組　炎の龍　白組　雷の龍

夏雲　あふれるパワーの運動会

光が丘第四中学校田柄中学校

光が丘四季の香小学校

2015 スローガン
スローガン

「世界に一つのメンバーで

勝利と栄光を手にいれろ！！」

『英姿颯爽』

～児童会スローガン～

輝け！ 紅白共に 力のかぎり 優勝目指せ！

3-3黒澤慧太郎

本年度の運動会・体育祭（本紙関係分）

―開校5周年記念　運動会―

―第56回　運動会― ―第32回　運動会―

―第6回　運動会―

SORAN 2015 “SIK INOKA”（5年）は、黒の
衣裳と裸足で力一杯演技。2曲目は最新曲を踊った。

地球をころがせ（2年）は、今年から赤・白対抗になり、分りやすい応援となった。

つかめ、ぼくらのGUTS！（4年）中学年として思いっきりはじけた。

なつくもポンポコリン2015（1年）この間まで幼稚園、
保育園児だった児童たちが大きなかけ声を出していた。

５
月
30
日
、
青
空
の
下
、
無
風
状
態
か
ら
始
ま
り
や
が
て
涼
風
、
強
風
と
な
り
「
ホ
コ
リ
」
高
き
運
動
会
と
な
っ
た
。

全校生徒参加のクラス対抗大なわとびは学年
が上がるごとにその力を発揮させ、見せた。

田柄中名物「蛇の皮むき」は2年生が演じ、伝統ある母校の名を高めた。



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
五
日
（
金
）
委
員
会

活
動
。
安
全
指
導
◇
十
二

日
（
金
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇

十
三
日
（
土
）
学
校
公
開

◇
十
五
日
（
月
）
水
泳
指

導
始
◇
十
九
日
（
金
）
ク

ラ
ブ
活
動

【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
五
日
（
金
）
六
年
こ

こ
ろ
の
劇
場
。
四
組
保
護

者
会
◇
八
日
（
月
）
安
全

指
導
◇
九
日
（
火
）
三
・

四
年
遠
足
◇
十
三
日
（
土
）

学
校
公
開
◇
十
五
日
（
月
）

水
泳
指
導
始
。
プ
ー
ル
開

き
。
六
年
移
動
教
室
前
健

診
◇
十
六
日
（
火
）
〜
十

九
日
（
金
）
六
年
軽
井
沢

移
動
教
室
◇
十
八
日
（
木
）

ク
ラ
ブ
活
動

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
五
日
（
金
）
委
員
会

活
動
◇
十
二
日
（
金
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
十
三
日
（
土
）

学
校
公
開
日
。
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
◇
十
五
日

（
月
）
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

◇
十
九
日
（
金
）
ク
ラ
ブ

活
動【

光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
八
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
十
三
日
（
土
）
学
校

公
開
◇
十
八
日
（
木
）
三

年
図
書
館
見
学

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
十
日
（
水
）
一
年
交

通
安
全
教
室
◇
十
二
日

（
金
）
避
難
訓
練
◇
十
五

日
（
月
）
プ
ー
ル
開
き
◇

十
六
日
（
火
）
一
年
歯
磨

き
巡
回
指
導
◇
十
八
日

（
木
）
四
年
警
察
署
見
学
。

ク
ラ
ブ
活
動

【
赤
塚
新
町
小
】

◇
八
日
（
月
）
委
員
会

活
動
◇
十
日
（
水
）
プ
ー

ル
開
き
◇
十
一
日
（
木
）

安
全
指
導
。
自
転
車
安
全

教
室
◇
十
二
日
（
金
）
六

年
移
動
教
室
前
検
診
◇
十

五
日
（
月
）
水
泳
指
導
始

◇
十
五
日
（
月
）
〜
十
七

日
（
水
）
六
年
日
光
移
動

教
室
◇
十
八
日
（
木
）
避

難
訓
練

【
田
柄
小
】

◇
十
二
日
（
金
）
プ
ー

ル
前
検
診
。
ク
ラ
ブ
活
動

◇
十
三
日
（
土
）
学
校
公

開
◇
十
五
日
（
月
）
水
泳

指
導
始
◇
十
六
日
（
火
）

避
難
訓
練
◇
十
九
日
（
金
）

ク
ラ
ブ
活
動

【
田
柄
第
二
小
】

◇
八
日
（
月
）
六
年
移

動
教
室
前
内
科
健
診
◇
九

日
（
火
）
〜
十
二
日
（
金
）

六
年
移
動
教
室
◇
十
日

（
水
）
一
・
三
・
五
年
耳

鼻
科
健
診
◇
十
三
日
（
土
）

学
校
公
開
。
避
難
訓
練
。

防
災
訓
練
。
消
防
団
実
演

◇
十
五
日
（
月
）
水
泳
指

導
。
ク
ラ
ブ
活
動
◇
十
六

日
（
火
）
四
年
社
会
科
見

学
◇
十
八
日
（
木
）
演
劇

鑑
賞
教
室

【
練
馬
小
】

◇
五
日
（
金
）
新
体
力

テ
ス
ト
◇
八
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
。
プ
ー
ル
前
検

診
◇
十
日
（
水
）
一
・

二
・
三
年
歯
科
検
診
◇
十

一
日
（
木
）
一
・
二
・

四
・
五
年
眼
科
検
診
◇
十

二
日
（
金
）
三
・
六
年
眼

科
検
診
◇
十
三
日
（
土
）

土
曜
学
校
公
開
。
六
年
移

動
教
室
説
明
会
◇
十
五
日

（
月
）
委
員
会
活
動
◇
十

八
日
（
木
）
四
年
社
会
科

見
学
◇
十
九
日
（
金
）
〜

七
月
一
日
（
水
）
個
人
面

談
【
高
松
小
】

◇
九
日
（
火
）
水
泳
指

導
始
◇
十
三
日
（
土
）
セ

ー
フ
テ
ィ
教
室
◇
十
八
日

（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動

【
北
原
小
】

◇
十
一
日
（
木
）
安
全

教
室
◇
十
三
日
（
月
）
学

校
公
開
。
道
徳
授
業
地
区

公
開
講
座

【
豊
溪
小
】

◇
六
日
（
土
）
運
動
会

◇
八
日
（
月
）
振
替
休
日

◇
九
日
（
火
）
委
員
会
活

動
◇
十
日
（
水
）
五
・
六

年
新
体
力
テ
ス
ト
◇
十
一

日
（
木
）
三
・
四
年
新
体

力
テ
ス
ト
◇
十
二
日
（
金
）

六
年
移
動
教
室
説
明
会
。

一
・
二
年
新
体
力
テ
ス
ト

◇
十
六
日
（
火
）
心
肺
蘇

生
法
講
習
会
◇
十
八
日

（
木
）
三
年
歯
の
指
導
◇

十
九
日
（
金
）
三
年
起
震

車
・
煙
体
験

【
旭
町
小
】

◇
五
日
（
金
）
五
年
プ

ー
ル
準
備
◇
八
日
（
月
）

委
員
会
活
動
◇
九
日
（
火
）

避
難
訓
練
◇
十
日
（
水
）

安
全
指
導
◇
十
二
日
（
金
）

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
◇
十
三

日
（
土
）
学
校
公
開
◇
十

五
日
（
月
）
プ
ー
ル
開
き
。

水
泳
指
導
始
。
ク
ラ
ブ
活

動
◇
十
六
日
（
火
）
四
年

清
掃
工
場
見
学
◇
十
九
日

（
金
）
縦
割
り
班
活
動

【
成
増
小
】

◇
五
日
（
金
）
プ
ー
ル

前
内
科
検
診
◇
八
日
（
月
）

プ
ー
ル
開
き
◇
九
日
（
火
）

四
年
社
会
科
見
学
◇
十
三

日
（
土
）
避
難
訓
練
◇
十

五
日
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動

◇
十
六
日
（
火
）
五
年
移

動
教
室
前
検
診
◇
十
七
日

（
水
）
〜
十
九
日
（
金
）

五
年
榛
名
移
動
教
室

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
六
日
（
土
）
運
動
会

◇
八
日
（
月
）
振
替
休
日

◇
十
三
日
（
土
）
第
一
回

進
路
説
明
会
◇
十
八
日

（
木
）
〜
十
九
日
（
金
）

中
間
考
査

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
六
日
（
土
）
運
動
会

◇
六
日
（
土
）
〜
十
三
日

（
土
）
学
校
公
開
週
間
◇

九
日
（
火
）
振
替
休
日
◇

十
二
日
（
金
）
学
校
説
明

会
◇
十
五
日
（
月
）
安
全

指
導
◇
十
八
日
（
木
）
〜

十
九
日
（
金
）
中
間
考
査

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
六
日
（
土
）
運
動
会

◇
八
日
（
月
）
振
替
休
日

◇
十
一
日
（
木
）
一
・
二

年
歯
科
検
診
◇
十
二
日

（
金
）
〜
十
五
日
（
月
）

Ｆ
組
移
動
教
室
◇
十
三
日

（
土
）
学
校
公
開
日
。
一

年
薬
物
乱
用
防
止
教
室
◇

十
六
日
（
火
）
Ｆ
組
振
替

休
日
◇
十
六
日
（
火
）
〜

十
七
日
（
水
）
中
間
考
査

◇
十
八
日
（
木
）
Ｆ
組
・

二
・
三
年
歯
科
検
診
◇
十

九
日
（
金
）
鑑
賞
教
室

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
十
三
日
（
土
）
学
校

公
開
◇
十
六
日
（
火
）
〜

十
七
日
（
水
）
中
間
考
査

◇
十
七
日
（
水
）
セ
ー
フ

テ
ィ
教
室
◇
十
八
日
（
木
）

安
全
指
導

【
田
柄
中
】

◇
十
日
（
水
）
道
徳
授

業
地
区
公
開
講
座
◇
十
三

日
（
土
）
一
年
情
報
モ
ラ

ル
講
習
会
◇
十
五
日
（
月
）

避
難
訓
練
◇
十
七
日
（
水
）

〜
十
九
日
（
金
）
夏
考
査

【
練
馬
中
】

◇
六
日
（
土
）
運
動
会

◇
八
日
（
月
）
振
替
休
日

◇
十
日
（
水
）
水
泳
指
導

始
。
健
康
相
談
◇
十
二
日

（
金
）
安
全
指
導
◇
十
三

日
（
土
）
道
徳
地
区
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開

講
座
◇
十
六
日
（
火
）
〜

十
九
日
（
金
）
五
組
移
動

教
室
◇
十
七
日
（
水
）
〜

十
八
日
（
木
）
中
間
考
査

【
練
馬
東
中
】

◇
六
日
（
土
）
体
育
祭

◇
八
日
（
月
）
振
替
休
日

◇
十
二
日
（
金
）
プ
ー
ル

前
健
康
診
断

【
谷
原
中
】

◇
八
日
（
月
）
三
年
進

路
説
明
会
◇
八
日
（
月
）

〜
十
三
日
（
土
）
学
校
公

開
週
間
◇
十
日
（
水
）
避

難
訓
練
◇
十
三
日
（
土
）

授
業
参
観
。
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
◇
十
五
日

（
月
）
安
全
指
導
◇
十
六

日
（
火
）
〜
十
九
日
（
金
）

Ｆ
組
移
動
教
室
◇
十
八
日

（
木
）
〜
十
九
日
（
金
）

中
間
考
査

【
豊
渓
中
】

◇
十
二
日
（
土
）
二
・

三
年
進
路
学
習
◇
十
七
日

（
水
）
〜
十
九
日
（
金
）

定
期
考
査
◇
十
九
日
（
金
）

安
全
指
導

【
八
坂
中
】

◇
十
七
日
（
水
）
三
年

中
間
考
査
◇
十
八
日
（
木
）

〜
十
九
日
（
金
）
中
間
考

査

【
光
丘
高
】

◇
十
五
日
（
月
）
〜
十

九
日
（
金
）
授
業
公
開
週

間
【
練
馬
高
】

◇
九
日
（
火
）
〜
十
五

日
（
月
）
面
談
週
間

【
田
柄
高
】

◇
十
日
（
水
）
〜
十
六

日
（
火
）
面
談
週
間
◇
十

七
日
（
水
）
三
年
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
◇
十
九
日
（
金
）

一
年
遠
足
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お
お
　
な
ん
と
い
う

気
高
さ

水
色
を
ま
と
い

ひ
と
り
立
つ

群
衆
に
も
ま
れ
　
て
も

遠
く
　
太
陽
が
射
す

あ
ふ
れ
で
る
命
　
に

つ
ゆ
く
さ



【
光
が
丘
四
季
の
香
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
秋
山
由
美
▽

副
会
長
＝
下
津
あ
か
ね
　

鶴
田
恵
美
子
　
吉
田
惠
子

▽
書
記
＝
高
橋
美
幸
　
橋

本
雅
代
　
本
橋
里
砂
子
▽

会
計
＝
山
城
洋
子
　
吉
成

梨
絵
▽
会
計
監
査
＝
谷
川

ゆ
か
　
福
井
布
美
子

【
光
が
丘
春
の
風
小
保

護
者
と
教
職
員
の
会
】

▽
会
長
＝
太
田
昌
子
▽

副
会
長
＝
土
田
有
紀
　
五

十
嵐
ふ
み
▽
書
記
＝
林

涼
子
　
君
　
奈
緒
子
　
佐

藤
咲
子
▽
会
計
＝
鈴
木
典

子
　
道
川
美
和
▽
会
計
監

査
＝
石
川
弥
奈
　
佐
藤
明

美
【
光
が
丘
夏
の
雲
小
保

護
者
と
教
職
員
の
会
】

▽
会
長
＝
臼
井
路
子
▽

副
会
長
＝
高
橋
江
美
子

吉
田
美
栄
子
▽
書
記
＝
小

竹
英
子
　
金
井
素
子
▽
会

計
＝
高
（
安
）
呈
和
　
足

立
和
子
▽
会
計
監
査
＝
楠

瀬
聡
子
　
浦
田
千
春

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
伊
神
　
泉
▽

副
会
長
＝
須
貝
久
江
　
五

十
嵐
真
子
　
鳥
海
優
紀
▽

書
記
＝
平
山
　
都
　
中
村

久
美
子
▽
会
計
＝
石
井

環
　
保
谷
洋
子
▽
会
計
監

査
＝
藤
里
実
千
代
　
西
本

純
子【

光
が
丘
第
八
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
時
計
塔
の
会
）】

▽
会
長
＝
吉
田
奈
穂
子

▽
副
会
長
＝
鳥
海
貴
子
　

戸
根
裕
理
▽
書
記
＝
高
橋

正
光
　
大
野
裕
子
▽
会

計
＝
木
下
　
咲
　
齋
藤
ゆ

か
り
▽
会
計
監
査
＝
横
溝

久
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子
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和
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▽
会
長
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恩
田
克
己
▽

副
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長
＝
田
中
広
美
　
志
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優
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瀬
久
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書
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久
山
淳
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亜
砂
子
▽
会
計
＝
佐
々
木

友
美
　
中
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宏
恵
▽
会
計

監
査
＝
小
川
麻
衣
子

【
田
柄
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
小
島
直
樹
▽

副
会
長
＝
高
橋
七
海
　
扇

優
子
▽
書
記
＝
山
本
美
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田
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▽
会

計
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崎
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崎
京

子
▽
会
計
監
査
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橋
本
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田
美
穂
　
奈
良
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子
【
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柄
第
二
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
篠
宮
一
美
▽

副
会
長
＝
塩
崎
孝
子
　
飽

田
友
里
▽
書
記
＝
松
田
志

麻
　
安
藤
真
理
子
▽
会

計
＝
鈴
木
路
子
　
溝
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ふ

み
▽
会
計
監
査
＝
経
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幸

美
　
加
藤
久
美
子
　
齋
藤
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つ
み
　

【
練
馬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
篠
田
英
徳
▽

副
会
長
＝
佐
久
間
成
弘

東
　
千
恵
美
▽
書
記
＝
平

野
綾
子
　
戸
田
京
子
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会

計
＝
蛯
原
真
由
美
　
田
原

朋
未
▽
会
計
監
査
＝
門
倉

裕
伸
　
風
間
　
泉

【
高
松
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
榎
本
裕
司
▽

副
会
長
＝
伊
藤
真
夕
子

孫
　
和
美
▽
書
記
＝
江
守

恵
子
　
田
中
容
子
　
水
江

三
貴
子
▽
会
計
＝
川
上
由

希
子
　
今
井
順
子
▽
会
計

監
査
＝
小
澤
さ
や
か
　
元

木
早
苗

【
北
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
小
天
亜
希
子

▽
副
会
長
＝
井
村
明
子

金
子
若
葉
　
畠
中
雅
子
▽

庶
務
＝
小
林
か
お
り
　
多

田
朋
美
▽
会
計
＝
川
端
真

由
美
　
桑
原
泰
子
▽
会
計

監
査
＝
上
村
真
実
子
　
松

浦
千
恵
子

【
豊
溪
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
中
井
川
　
聡

▽
副
会
長
＝
岡
本
千
波
　

野
崎
麻
子
　
日
向
利
恵
▽

庶
務
（
書
記
）
＝
白
井
江

美
　
庄
司
典
子
▽
総
務
＝

岩
本
恵
美
　
木
本
瑞
恵

服
部
由
佳
▽
会
計
＝
川
村

恵
美
　
竹
川
ゆ
か
り
　
林

涼
子
▽
会
計
監
査
＝
天
野

麻
友
子
　
安
西
結
子

【
旭
町
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
國
政
周
子
▽

副
会
長
＝
大
内
香
織
　
北

條
ま
さ
み
　
立
田
三
津
枝

笹
原
は
ず
き
▽
書
記
＝

畠
山
好
美
　
田
中
裕
紀
江

▽
総
務
＝
荒
木
由
紀
子
▽

会
計
＝
村
木
栄
美
　
片
所

裕
美
▽
会
計
監
査
＝
冨
澤
　

愛
　
天
野
沙
織

【
成
増
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
澤
井
丈
僚
▽

副
会
長
＝
阿
部
　
剛
　
清

水
和
世
　
櫻
井
千
代
子
　

朝
賀
満
里
　
佐
藤
あ
ゆ
み
　

原
田
綾
美
▽
書
記
＝
城

川
あ
か
ね
　
御
厨
伸
子
　
　

水
村
由
泉
　
西
青
木
亜
希

▽
会
計
＝
秀
嶋
恵
子
　
池

田
さ
お
り
▽
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計
監
査
＝

須
江
千
恵
子
　
水
野
志
乃

【
光
が
丘
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一
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
】▽

会
長
＝
鶴
岡
ま
み
▽

副
会
長
＝
岡
野
由
紀
　
仲

野
玲
央
　
橋
本
田
鶴
子
▽

書
記
＝
三
好
祐
美
　
成
塚

美
保
▽
会
計
＝
内
山
栄
子

野
村
充
代
▽
会
計
監

査
＝
三
木
佳
子
　
山
崎
節

子
【
光
が
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中
保
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の
会
】
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会
長
＝
池
田
直
美
▽

副
会
長
＝
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部
郁
美
　
香

取
亜
紀
▽
書
記
＝
葛
井
浩

子
　
高
山
尚
子
▽
会
計
＝

塩
野
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代
　
椎
葉
美
奈
子
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計
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査
＝
大
畑
志
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加
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美

【
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】

▽
会
長
＝
中
島
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美
▽
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長
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う
子

山
家
紀
子
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書
記
＝
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田
直
美
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谷
川
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▽

会
計
＝
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陽
子
　
駒
木

千
晴
▽
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査
＝
木
村
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子
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藤
律
子
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Ａ
】▽

会
長
＝
伊
勢
昌
子
▽

副
会
長
＝
芦
田
順
子
　
嶌

友
美
▽
書
記
＝
太
田
有

子
　
和
田
ま
り
こ
▽
会

計
＝
高
山
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子
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山
香

納
代
▽
会
計
監
査
＝
稲
葉

絹
子
　
鈴
木
留
美
子

【
田
柄
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
駒
崎
明
男
▽

副
会
長
＝
前
多
直
子
　
松

下
由
美
子
▽
書
記
＝
伊
藤

ま
ゆ
み
　
三
田
陽
子
▽
会

計
＝
安
藤
久
美
子
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田

明
子
▽
会
計
監
査
＝
福
島

安
芸
子
　
小
野
寺
め
ぐ
み

【
練
馬
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
田
村
由
貴
▽

副
会
長
＝
高
　
直
子
　
三

日
月
敬
子
▽
書
記
＝
市
川

真
里
子
　
小
川
真
紀
　
大

川
満
惠
▽
会
計
＝
野
本
亜

樹
　
矢
部
美
幸
▽
会
計
監

査
＝
坂
本
美
子
　
田
中
裕

子
【
谷
原
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
笠
原
康
志
▽

副
会
長
＝
佐
々
木
有
美
子

増
島
治
子
▽
庶
務
＝

佐
々
木
直
子
　
青
木
淳
子

▽
会
計
＝
相
澤
恭
子
▽
田

原
美
和

【
豊
渓
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

▽
会
長
＝
吉
田
智
雄
▽

副
会
長
・
書
記
・
会
計
・

会
計
監
査
＝
11
名

 

○

○

第一歩　自ら創る　体育祭

光丘高校は今年初めて生徒たちが体育祭での執行部
を立ち上げた。5月29日に行われた体育祭では「体育
祭新聞」No1を発行。部長の荒川孝一君、副部長塚原
由人君が代表でインタビューに応えた。「全員で盛り揚
げる。一生の思い出に残る最高の体育祭……」





 

 

① 民間事業連携を含む公的建替団地の現状と課題及び

今後への示唆に関する研究調査

東京大学　松村秀 一　他 ＋（一財）日本開発構想研究所

本調査は、団地建替事業等で生まれた払い下げ余剰地での民間事業につ

いて、周辺との調和や再生効果の発揮がうまくできているのか、実情を

明らかにする目的で取り組んだ。再生がうまくいっていないとすれば、

用地払い下げの条件付けに問題はなかったのか、逆にうまく効果がでた

とすれば、どういう再生スキームでどう条件を付けたのかを明らかにし

たいという解明目標で取り組んだが、スキームは従来の開発計画の概念

を超えており、評価も現行の都市計画等の指標では捉えられないことも

分かった。多様な観点からの現地調査と意見交換で、問題の広がりと、

評価の視点がある程度見えてきたことで、この調査研究は今後の団地再

生や郊外住宅地再生を考える上で参考になるものと期待される。

④ 街並み形成による街づくりをめざした民間戸建て住

宅地の30年後の現状と課題

―高幡鹿島台ガーデン54によける検証―

③京都の都心居住と京町家に関する研究（その２）

② イタリアのトスカーナ州における小都市とそのテリ

トリー活性化に関する調査研究

―マッサ・マリッティマの都市空間とコミュニティ、そして都市再生―

街並み研究所　小山博正

イタリア在住建築家　菅澤彰子（推薦　法政大学 陣内秀信）

京都の都心居住と京町家に関する研究会

京都大学　高田光雄　他 ＋（株）URサポート

トスカーナ州のある小都市を対象とした、居住歴15年の建築家による論

考である。中世の都市国家的性格とトスカーナの典型的な田舎まちの両

義的性格を併せ持つ、マッサ・マリッティマというコムーネ（基礎自治

体）が、その都市空間とテリトリーを活性化させ、再生していく姿は、

日本社会にとっても示唆的な要素を多分に含んでいる。歴史と現状、今

後の方向性を示すもので、この小都市に焦点を当てながら、トスカーナ

州やイタリアの国全体における傾向や社会的現象を描いている。コミュ

ニティや社会の仕組みなど、実際に住んでみなければ見えてこない内容

にも踏み込んでいる。短期間の海外調査とは異なり、長年住んだ経験に

基づく報告書である。

今から30年前、日野市南平の見晴しのいい高台に54戸というささやか

な規模の住宅地が誕生した。高幡鹿島台ガーデン54である。そこは造成

から、道路、住宅、建物に至るまで一人の建築家が全てをデザインする

という空前絶後の街になるはずであった。しかし見学者は多数来るが、

物件を購入したいという客が来ない。やむなく土地売りにしてしまった

ために、建築家が全てをコントロールして理想の街をつくるという思い

は挫折してしまう。その街がいまどうなっているのか、出来た当時と現

在を比較するほか、住民はこの先駆的な街についてどのように評価して

いるのか調査した。また類似の街並みを重視して開発された関東地方の

23の民間戸建て住宅地を訪ねて街並み評価を行った。

京町家は、「いえ」と「まち」が相互に関わる優れた集住システムであ

り、京都の居住文化を育てる大切な空間としても機能してきた。本年度

は、このような京町家の「まち」のつながりに焦点を当て、近年、他都

市でも大きな都市問題となっている3つの課題、密集市街地および細街

路に関わる課題、空家および低（未）利用町家に関わる課題、地域との

連携による京町家再生あるい

は地域まちづくりに関わる課

題をとりあげ、居住文化の蓄

積を踏まえて各課題にどのよ

うに対応するかについて検討

を行った。併せて、京町家の

魅力を伝える「楽町楽家」の

イベントに着目し、イベント

参加を通じて感じ取ることの

できる京町家の魅力、イベン

トの効果等の検討を行った。
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▽
日
本
ピ
ア
ノ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
東
京
店
　
ふ
る
さ
と

音
楽
教
室
（
６
丁
目
）
＝

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
で
誰

で
も
が
知
っ
て
い
る
日
本

の
歌
や
童
謡
を
中
心
に
楽

し
く
月
２
回
歌
う
。
椅
子

の
用
意
も
あ
る
の
で
年
配

の
方
で
も
大
丈
夫
。
50
代

か
ら
90
代
の
方
が
楽
し
く

歌
っ
て
い
る
。
講
師
は
、

藤
原
歌
劇
団
団
員
・
三
浦

義
孝
。
ゲ
ス
ト
に
よ
る
歌

や
楽
器
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

上
手
、
下
手
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
参
加
で
き
る
。

歌
う
だ
け
で
な
く
、
簡
単

な
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
受
け
ら
れ
る
の
で
み
る

み
る
上
達
す
る
方
も
い

る
。時

間
は
14
時
よ
り
15
時

30
分
。
ピ
ア
ノ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
６
月
の
日
程
は
９
・

23
日
（
毎
月
第
２
・
４
火

曜
日
）
。
入
会
金
は
２
０

０
０
円
だ
が
こ
の
記
事
持

参
の
方
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ
申
込
の
受

付
時
間
は
10
時
〜
18
時
、
留

守
番
電
話
の
場
合
で
も
名
前

と
電
話
番
号
を
入
れ
て
お
く

と
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

Tel
０
８
０
（
３
６
９
９
）
３

３
０
９

 

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　

ル
ネ
サ
ン
ス
光
が
丘
（
５

丁
目
）
＝
イ
ン
ド
ア
ゴ
ル

フ
は
、
人
工
芝
が
リ
ニ
ュ

ア
ル
し
て
さ
ら
に
使
い
や

す
く
な
っ
た
。
シ
ュ
ー

ズ
・
ク
ラ
ブ
を
無
料
レ
ン

タ
ル
で
体
験
で
き
る
「
光

が
丘
新
聞
を
見
た
」
で
体

験
料
も
27
年
６
月
末
日
ま

で
無
料
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

Ｓ
Ｇ
Ａ
に
基
づ
き
進
め
て

い
く
。
初
め
て
の
方
や
コ

ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
し

て
い
る
方
に
は
も
っ
て
こ

い
。
飛
距
離
や
ス
コ
ア
ア

ッ
プ
が
目
に
見
え
て
上
達

で
き
る
の
で
壮
快
感
が
味

わ
え
る
。

入
口
は
ホ
テ
ル
カ
デ
ン

ツ
ァ
光
が
丘
の
隣
Ｊ
・
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
ビ
ル
１
階
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
４
０
０

 

イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ

童
謡
を
歌
っ
て
若
返
る
見
学
無
料

で
無
料
体
験

ス
ク
ー
ル

練
馬
高
野
台
駅
発
の
バ
ス
時
刻
が
改
正



◇
生
げ
垣
＝
道
路
に
面

し
た
部
分
を
連
続
し
て
１

㍍
以
上
生
け
垣
に
し
た
場

合
や
生
け
垣
を
設
置
す
る

た
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
撤
去
し
た
場
合
に
、
１

㍍
当
た
り
１
万
円
ま
で
助

成
さ
れ
る
。
両
方
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
。
但
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

費
用
は
、
生
け
垣
を
設
置

す
る
場
所
に
あ
る
既
存
塀

に
限
る
。

◇
沿
道
部
分
＝
道
路
と

敷
地
の
境
界
線
か
ら
３
㍍

以
内
に
あ
る
敷
地
で
、
道

路
に
沿
っ
て
連
続
し
て
２

㍍
以
上
、
１
平
方
㍍
以
上

緑
化
し
た
場
合
に
助
成
。

助
成
額
は
、
１
平
方
㍍
当

た
り
５
０
０
０
円
ま
で
。

緑
化
す
る
た
め
に
舗
装
な

ど
を
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
１
平
方
㍍
当
た
り
１

万
円
ま
で
の
助
成
。

◇
屋
上
＝
ビ
ル
や
住
宅

な
ど
の
屋
上
を
緑
化
す
る

費
用
の
一
部
も
助
成
。
助

成
額
は
、
緑
化
工
事
費
用

の
半
額
ま
た
は
緑
化
区
画

面
積
１
平
方
㍍
当
た
り
２

万
円
の
少
な
い
方
の
額
。

屋
上
緑
化
は
、
建
物
に
大

き
な
荷
重
が
掛
か
る
。
建

物
が
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る

か
、
事
前
に
建
築
士
に
確

認
が
必
要
。

◇
壁
面
＝
ビ
ル
や
住
宅

な
ど
の
壁
面
を
、
多
年
生

の
つ
る
植
物
で
緑
化
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
。
助

成
額
は
、
金
網
な
ど
の
登

は
ん
補
助
資
材
の
面
積
１

平
方
㍍
当
た
り
１
万
円

（
工
事
費
用
が
１
万
円
未

満
の
場
合
は
実
費
）
ま
で
。

【
み
ど
り
の
協
定
で
地

域
に
み
ど
り
を
】

町
会
な
ど
一
定
規
模
以

上
の
地
域
団
体
と
区
が
協

定
を
結
び
、
緑
化
を
進
め

る
。
協
定
を
結
ぶ
地
域
団

体
は
緑
化
の
計
画
を
作
成

し
、
区
は
そ
の
内
容
に
沿

っ
て
苗
木
の
供
給
な
ど
を

行
う
。

問
合
せ
　
み
ど
り
協
働

係
　
☎
（
５
９
８
４
）
２

４
１
８

若
葉
の
色
も
胸
す
く

ば
か
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
こ
の
時
期
に

な
る
と
気
持
ち
が
ウ
キ

ウ
キ
し
て
野
や
山
を
駆

け
上
が
り
た
く
な
り
ま

す
。
今
で
も
思
い
出
す

榛
名
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
あ
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
紹
介

し
ま
す
。

榛
名
山
は
、
群
馬
県

の
榛
名
湖
の
周
囲
を
取

り
囲
む
一
連
の
山
々
の

総
称
で
す
。
赤
城
山
、

妙
義
山
と
共
に
上
毛
三

山
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
る
名
勝
で
す
。
一
際

目
立
っ
て
い
る
形
の
い

い
山
が
、
シ
ン
ボ
ル
の

榛
名
富
士
。
そ
の
麓
に

満
々
と
水
を
た
た
え
る

榛
名
湖
は
周
囲
約
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
火
口
原

湖
で
す
。
湖
畔
に
は
温

泉
も
あ
り
、
ボ
ー
ト
遊

び
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
や

全
面
氷
結
す
る
冬
は
ワ

カ
サ
ギ
の
穴
釣
り
な
ど

も
楽
し
め
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
（
略
し
て
Ｏ
Ｌ
）
と

は
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス

を
用
い
て
、
山
野
に
設

置
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を

ス
タ
ー
ト
か
ら
指
定
さ

れ
た
順
序
で
通
過
し
、

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
の

所
要
時
間
を
競
う
野
外

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

林
間
学
校
で
は
、
生

徒
と
共
に
Ｏ
Ｌ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
私

も
若
か
り
し
時
は
健
脚

だ
っ
た
の
で
、
生
徒
に

は
負
け
ま
い
と
野
山
を

駈
け
ず
り
ま
し
た
。
時

に
は
地
図
を
広
げ
コ
ン

パ
ス
を
あ
て
、
小
鳥
の

さ
え
ず
り
に
足
を
止
め
、

最
高
の
自
然
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

３
時
間
コ
ー
ス
も
終

盤
を
迎
え
、
最
終
局
面

を
駈
け
上
が
る
だ
け
の

と
こ
ろ
に
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

立
っ
て
い
た
先
生
か
ら

「
あ
と
す
こ
し
、
こ
っ
ち

で
す
」
と
指
を
指
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
さ
ら

に
勢
い
よ
く
、
山
の
斜

面
を
一
気
に
登
っ
て
い

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
行
け
ど
も

行
け
ど
も
ゴ
ー
ル
に
た

ど
り
着
け
ま
せ
ん
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
周
り
は
、

高
い
木
々
に
囲
ま
れ
て

空
が
見
え
な
く
な
り
道

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
マ

ザ
サ
や
シ
ダ
類
が
生
い

茂
っ
て
、
足
元
は
ぬ
か

る
ん
で
ド
ロ
ド
ロ
で
す
。

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
広

げ
て
も
コ
ー
ス
が
分
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

ふ
と
、
後
ろ
を
振
り
向

く
と
10
人
以
上
の
生
徒

も
一
緒
で
し
た
…
。
遭

難
し
た
の
で
す
。
膝
が

ガ
タ
ガ
タ
ふ
る
え
ま
し

た
。
心
臓
が
バ
ク
バ
ク

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
も
ド
ロ
ド
ロ
で
顔

面
が
蒼
白
に
見
え
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
と
寒
く

な
り
疲
れ
果
て
て
も
う

足
が
動
き
ま
せ
ん
。
ど

う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
…
。

も
と
へ
戻
ろ
う
と
決

意
し
、
鉛
の
よ
う
な
足

と
心
に
鞭
を
打
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
下

山
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

１
時
間
も
す
る
と
舗
装

さ
れ
た
山
道
に
戻
る
こ

と
が
で
き
、
山
の
管
理

人
さ
ん
た
ち
が
駆
け
寄

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

助
か
っ
た
！
…
。（
全
員

無
事
で
し
た
）

車
で
送
っ
て
い
た
だ

き
、
宿
舎
に
つ
い
た
瞬

間
、
先
生
と
生
徒
た
ち

が
駆
け
寄
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
後
か
ら
聞

い
た
話
で
す
が
、
先
生

方
が
警
察
に
連
絡
を
し

て
く
れ
、
全
員
で
捜
索

を
し
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。
「
み
や
こ
さ
ー
ん
」

と
い
う
声
は
、
山
び
こ

と
な
り
恋
人
を
探
し
て

い
る
の
か
と
勘
違
い
も

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
一
人
の
教
師
と
13
人

の
生
徒
の
遭
難
に
よ
り
、

こ
の
コ
ー
ス
に
は
新
し

い
道
し
る
べ
が
で
き
た

そ
う
で
す
。

「
山
を
甘
く
見
る
な
」

「
自
分
の
目
で
し
っ
か
り

と
調
べ
ろ
」「
生
徒
は
大

人
の
背
中
を
見
て
行
動

す
る
」
…
教
訓
と
な
り

ま
し
た
。

私
の
名
前
は
「
登
」

で
す
が
、
一
歩
一
歩
踏

み
し
め
て
確
実
に
登
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昭

和
33
年
東
京
都
生

ま
れ
　
板
橋
区
在
住

-583-

田
柄
中
学
校
校
長
　

宮
古
　
登

一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て

練
馬
区
は
、
み
ど
り
を
守
り
育
て
て
東
京

23
区
内
一
の
緑
地
面
積
を
誇
っ
て
い
る
。

区
で
は
さ
ら
に
生
け
垣
化
を
推
進
、
そ
の
た

め
に
か
か
る
費
用
の
助
成
も
行
っ
て
い
る
。


